
0-図 1 1北緑地岩窟内 

奥に石詞､左に銅製水盤｡水盤は細長い卵形で口縁部長 60cm､最大幅 30cm､高さ 16cm｡

(2000年精影)
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図 11-1 南端地最高位地点巨岩の落書

図 11-2 中間地鞍岩の落書
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図 12 前山岩陰

石をはぐり人が立っている下から大量の鋲貨が出土 (2003年撮影)

老聴､榊

腰

図 13 越後開山温泉略絵図(安政 6年以前の鳥略図)･湯坂の女人禁制札 (高田藩万年覚) 
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月 16日条に ｢百姓之内こて山臥六人出シ夕飯より被下候也｣とあり､その後山伏 6人を百

姓の内より申し付けるということが､『宝蔵院日記』に度々出てくる｡そしてそれらに対し

て ｢作り山伏｣とか ｢括山伏｣などといっていたが､寛政 8年 (1796)の日記である 『玄

関日並記』の 6月 17日の条に初めて ｢仮山伏六人｣が記され それ以後はぽこの ｢仮山伏｣

が通用され 定着している｡百姓のうちから選ばれた俄か仕立ての仮想山伏だから､そう

いうのだろう｡

何らかの事情があって､戸隠から専門の山伏が来なくなって､致し方なく百姓のうちか

ら俄かづくりの山伏役を仕立て､祭礼に奉仕させたものと思われる｡

それにしても､棒使いなどはそう簡単にやれるものではない｡そこには充分な訓練が必

要である.戸隠から来た山伏よりの伝習もあったことであろう｡ 

(5)柱松は出峰後の儀礼か入峰前の儀礼か

玉来重は､｢出羽山松例祭と験競｣ (山岳宗教史研究叢書 7『東北霊山と修験道』名著出

版 1977年)において､妙高山修験の柱松は､戸隠の柱松と同じく､夏峰修行がすんだあ

と出峰して行う蓮花会の巌競べであっただろうと推定している｡柱松は夏峰から出峰して

行う延年に伴う験競べであったともいっている｡また､太刀 ･薙刀 ･棒を持って試合をす

る棒使いの儀は一種の武道の型で打合うが､もとは金剛杖で打合ったものが武道化したの

であろうという｡これも入峰修行によって鍛錬された体力を競うもので､超人間的な験競

べの近世的な変化であったとしている｡

ところで､由谷裕哉氏が､最近発行された 『開山神社火祭り調査報告書一仮山伏棒使い ･

柱松を中心として-』(仮山伏保存会 ･妙高市教育委員会 2006年)で､『妙高村史』(同

村 1995年)が関山神社の火祭りについて､もとは妙高山修験者が夏の修行を終え､その

験競べに行う儀礼であるとしたことに反論し､入峰修行の前行としての妙高柱松という位

置づけをされた｡『妙高村史』の所見は他の人の主張を取り入れたものと思われるが､これ

についての見解は玉来重がはじめて唱えたものである｡

由谷氏の入峰前行説の根拠は､阿吸房即伝が著した 『三峰相承法則密記』の ｢柱松作法

事｣の記載にある｡そこに ｢次打柱松作法事､佳人成行列､諸客等柱松三方順次可立列､

次錫杖井慈救明松山伏聞以清浄心段廼登柱松可健火､健火了下柱松也､次可立駈出螺､次

可置柱松､次入成行列如前｣とある｡これを入成の行列の前に行うものと理解するかどう

かの問題がある｡

『関山温泉記』に､燕温泉は霊泉であるから御縁故の神仏が例年 5月晦日より 6月 13 

E]まで 14日間入浴されるので､留湯と称して諸人を禁ずとあり､その留湯が『宝蔵院E ]記』

でも確認させることから､この期間に修験者の入峰が行われていたと考える研究者もある

が (大場厚順 ｢妙高山信仰の変遷と修験行事｣､安達恩 ｢妙高山信仰と年中行事一開山権現

火祭と兜天祭｣ ともに山岳宗教史研究叢書 8『富士 ･御森と中部霊山』 名著出版 1978

年)､留湯をもってその期間入峰があったとするのは根拠が弱いように思う｡ 
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2 秒高山参り

(1)江戸時代の妙高山参りにおける開山宝蔵院の対応

妙高山を信仰する諸方の農民や町民が妙高山参りをするのは､山頂阿弥陀堂の開帳 6月 

22日から閉帳の 7月 6日までの間ならいつでも登れたが､開帳時の 6月 22日夕刻より登

山し､2 3日未明に山頂に登り､阿弥陀堂にお参りし､御来光を拝んで下山する集団が圧倒

的に多いのであった｡｢宝蔵院文書｣の 『宝蔵院日記』や 『妙高山妻上寺歳中行事』(明和

年間の記録)から､宝蔵院における参詣登山者への対応を記してみる｡ 

6月 20日 朝食後､ー宝海寺並びに代官などが来て立合い､宝海寺の者が妙高山の御影､

戸札､御守,洗米などを掃える｡ 

6月 21日 明日御山別当 (妙高山別当)が御山に持参する団子をつくる｡粉をひいて掃

える｡ 

6月 22日 未明より御山別当数人が登山する｡昼過ぎより山参りの道者が諸方からやっ

てくる｡宝蔵院本坊へおいおい届けに来る｡御神酒を出す｡先達の挨拶があり､宝海

寺と代官役が帳面につける｡参詣の人数分の関札を渡す｡道春たちは本坊で妙高山の

法楽を行い､終わってお山へ出立するD 

6月 23日 御山の散物 (散銭やお供え)がおいおいもたらされるので､それを改めなが

ら受け取る｡この日 .昼過ぎから道者が下山してくる｡宝海寺や松雪院が早朝より本坊

に詰めている｡下山後の､道者の中で先達号を顧う者があれば､それを出す｡別当も

帰寺するので､料理を出す｡ 

6月 24日 御山散物の内より配分をする｡御祭礼より御山が済むまでの祝儀物を贈り遣

わす｡ 

(2)大先達五位与左衛門 

6月 22日の妙高山参りの先陣をきって登山したのは､刈羽郡久米村 (現､柏崎市)の農

民五位与左衛門である｡各村々から参詣に登る代参の集団は､その村の妙高山人峰に明る

い練達者が､宝蔵院主から先達号を受けて､その名のもとに引率されだが､五位与左衛門

は ｢大先達｣を称し､各地の ｢先達｣の上に立つ総額的立場にあった｡妙高山参詣には重

い立場にあったといえるが､そればかりでなく､山頂の阿弥陀堂や中腹にある六地蔵堂の

建て替えは与左衛門の責任で行われた｡『宝蔵院日記』でもそれが確認される｡

五位与左衛門がこのように妙高山と深い関係が築かれていたことには､一つの伝承があ

る｡妙高山頂阿弥陀堂の阿弥陀三尊は､木曽義仲の護念仏であるという (『越後名寄』 )｡五

位氏の先祖は,義仲の臣､五位雅楽之助勝重である (『刈羽郡誌』)とか､義仲の家臣今井

四郎兼平の長臣の末葉 (『訂正越後頚城郡誌稿』)などといわれている｡現在関山神社の南

脇にある妙高堂の本尊は､明治時代に妙高山頂の阿弥陀堂より移したもので､これが木曽

義仲の安置したものだったといわれるが､五位氏の伝承も含めて､越後における義仲の武

将としての人気の高さを表わす伝承である｡ 
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